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角、

1，512戸〈士 0)

7，480人〈十 6)

3，668人(+3) 

3，812人(+3) 

(57年10月1日現在〉

村のようす

げず震:にもしい

八
実
り
の
秋
を
迎
え
て
〉

穫
り
入
れ
も
本
格
的
と
な
り
、
田
ん

ぼ
の
あ
ち
こ
ち
で
、
脱
穀
の
音
が
響
き

渡
り
、
忙
し
さ
も
こ
こ
一
番
と
い
っ
た

と
こ
ろ
。
今
年
の
稲
の
作
況
指
数
は
%

と
昨
年
並
で
、
一
一
一
年
続
き
の
冷
害
を
打

破
す
る
、
明
る
い
話
題
が
欲
し
い
昨
今

で
す
。

八
厳
し
い
農
政
事
情
の
中
〉

豊穣に期待し、脱穀に励む小針さん夫妻

減
反
な
ど
農
政
を
取
り
巻
く
情
勢

は
厳
し
く
、
そ
の
中
で
明
る
い
農
業
経

営
を
自
指
し
、

一一真
一向
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
、
大
字
川
辺
宇
和
尚
平
の
小
針
金

之
さ
ん
夫
妻
を
訪
ね
ま
し
た
。

〈
う
ま
い
米
作
り
を

モ
ッ
ト
ー
に
〉

小
針
さ
ん
夫
妻
は
、
一
・
八
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
稲
作
を
中
心
に
、
多
角
的
経
営

に
乗
り
出
し
て
い
る
。

銘
柄
米
で
あ
る
-H

コ
シ
ヒ
カ
P

H

と

H

サ
サ
ニ
シ
キ
H

の
品
種
で
、
う
ま
い

米
作
り
に
精
を
出

L
て
い
る
0
4

作
柄
は

や
や
不
良
な
が
ら
も
、
反
当
り
七
、
入

俵
の
収
穫
を
見
込
ん
で
い
る
。

育
苗
か
ら
収
穫
ま
で
機
械
化
が
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
管
理
の
自
が
絶
え
ず

光
っ
て
い
引な
け
れ
ば
、
良
質
米
は
穫
れ

な
い
。

/そ
こ
に
稲
作
り
の
苦
労
が
隠
さ

れ
て
い
る
。

〈
特
産
物
を
利
用
し
て

V

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
「
希
少
舗
値
の

存
在
」
と
な
り
、
「
特
産
物
を
利
用
す

れ
ば
、
新
境
地
が
開
け
る
の
で
は
な
い

か
」
と
熱
っ
ぽ
く
話
す
。

将
来
の
農
業
経
営
も
、
旺
盛
な
開
拓

精
神
で
切
り
開
き
、
こ
こ
に
も
ゆ
る
ぎ

な
い
若
い
農
業
後
継
者
の
存
在
を
力
強

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。



い
て
も
住
民
の
卒
直
な
意
見
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
、
提
言
等

を
十
分
反
映
さ
せ
、
明
る
く
豊
か
な
、

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
の
た
め
の
計
屈
を

の
充
実
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。
策
定
し
て
い
き
た
い
と
怠
っ
て
い
ま

商
工
業
の
振
興
に
あ
た
っ
て
は
、
工
す
。

業
団
地
の
設
定
や
企
業
の
誘
致
、
商
工
な
お
、
産
談
会
で
出
さ
れ
た
質
問
、

会
の
育
成
の
強
化
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
要
望
等
の
集
計
は
別
表
の
と
お
り
で

中
学
校
の
統
合
や
、
身
近
な
問
題
に
つ
す
。
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消
防
団
秋
孝
検
問
が
、

十
月
二
十
四
日
、
午
前
八

時
三

O
分
か
ら
、
須
釜
小

学
校
々
庭
に
お
い
て
、
毘

員
ら
約
二
五

O
名
の
参
加

で
行
わ
れ
た
。

村
長
に
点
検
官
が
委
嘱

さ
れ
、
通
常
点
検
、
分
列

行
進
、
各
個
訓
練
な
ど
次

々
と
俊
敏
に
執
り
行
わ

れ
、
吉
分
屈
の
小
型
ポ

γ

プ
と
小
高
分
団
の
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
模
範
演
技
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

境
問
団
長
に
よ
る
訓
示

に
、
総
団
員
が
真
剣
に
耳

を
傾
け
、
こ
れ
か
ら
火
災

シ
ー
ズ
ン
に
入
る
に
あ
た

り
、
一
一
躍
の
防
災
活
動
に

対
す
る
心
意
気
が
、
き
び

き
び
し
た
団
員
の
訓
練
に

十
分
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

常議議捨ての身を引き

村
で
は
、
村
勢
按
輿
の
た
め
の
長
期

ピ
ジ
ヨ

γ
で
あ
る
「
振
興
計
画
」
の
策

定
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
か
た
が
た
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
た
め
、
各
地
区
ご
と
に
座
談
会
を
関

き
ま
し
た
。

八
月
九
日
竜
崎
地
一
弘
か

ら
始
ま
り
、
八
月
三
十
一

日
の
四
辻
地
区
ま
で
、
各

地
区
の
公
民
館
で
そ
れ
ぞ

れ
行
い
ま
し
た
が
、
約
二

百
二
十
人
の
皆
さ
ん
か
ら

貴
重
な
意
見
や
要
望
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た。
そ
の
内
容
の
主
な
も
の

は
、
空
港
に
関
し
た
も
の

が
最
も
多
く
、
騒
音
公
害

な
ど
に
一
部
不
安
は
あ
る

も
の
の
、
地
域
開
発
や
周

辺
整
備
に
大
き
な
期
待
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路

網
の
整
備
、
上
水
道
の
拡

充
や
住
民
対
策
に
は
万
全

を
備
え
て
ほ
し
い
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
の
振
興
で

は
、
関
バ
事
業
や
阿
武
隈

開
発
事
業
の
促
進
と
あ
わ

せ
て
、
用
排
水
路
の
整

備
、
さ
ら
に
浄
化
槽
の
普

及
な
ど
に
よ
っ
て
お
こ
る

農
業
用
水
の
汚
染
対
策
を

図
る
た
め
、
下
水
道
整
備

ま
も

J

、Ez--r。Er---r'zr，zfez，・.Eft-J屯
F'も
よ
主

Z
Jも
Ft.-
，g時

調

停

の

無

料

相

談

…

家
庭
内
の
問
題
で
お
因
り
の
方
一

土
地
、
建
物
、
金
銭
の
貸
し
借
い
る
調
停
委
員
が
、
親
身
に
な
っ
て
)

り
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈

問

題

や

、

離

婚

、

離

縁

、

親

子

関

と

き

昭

和

計

年

日

月

ロ

日

〈

》
係
、
扶
養
、
相
続
な
ど
、
家
庭
内
の
午
前
日
時
か
ら
午
後
三
時

ω

~

問

題

で

困

っ

て

い

る

方

が

あ

り

ま

し

ま

で

~

十
た
ら
、
波
誌
な
く
お
い
で
く
だ
さ
と
こ
ろ
玉
淵
村
就
業
改
善
セ

y

〈

川

い

。

史

際

に

調

帯

に

た

ず

さ

わ

っ

て

タ

i

e

Z

1

3

1

2

・L
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③
各
政
党
に
投
票
さ
れ
た
票

、
を
全
国
集
計
じ
、
.
そ
れ
ぞ
れ

の
得
票
数
に
応
じ
て
各
政
党

に
議
席
を
配
分
す
る
。

@

各

政

党

ご

と

の

当

選

人

は
、
そ
の
政
党
の
候
補
者
名

簿
の
順
位
に
し
た
が
っ
て
、

一
番
か
ら
順
に
配
分
さ
れ
た
議
席
の

数
に
あ
た
る
順
位
ま
で
の
者
が
決
定

さ
れ
る
。

ハ
特
徴
〉

比
例
代
表
制
は
多
数
党

で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
少
数
党
で
あ

る
こ
と
に
関
係
な
く
、
そ
の
政
党
に
投

票
さ
れ
た
数
に
応
じ
て
、
で
き
る
だ
け

公
正
に
代
表
者
を
選
び
出
す
た
め
陀
考

え
出
さ
れ
た
ー
も
の
で
す
。
他
の
制
度
に

比
べ
て
、
選
挙
人
の
意
思
を
最
も
平
等

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
仕
組
み
)

①
一
定
の
要
件
を
そ
な
え
た
政
党

は
、
あ
ら
か
じ
め
一
人
一
人
の
候
補

者
に
順
位
を
つ
け
た
候
補
者
名
簿
を

作
成
し
て
窟
け
出
る
。

②
有
権
者
は
、
公
表
さ
れ
た
各
政
党

の
候
補
者
名
簿
を
見
て
、
自
分
が
支

持
す
る
政
党
名
を
投
票
用
紙
に
書
い

て
投
票
す
る
。

選
挙
人
名
簿
の
定
時
登
録
は
、
毎
年

九
月
一
日
を
基
準
日
と
し
て
九
月
二
日

か
ら
九
月
十
日
ま
で
に
基
準
日
に
達
し

た
者
が
登
録
さ
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
の
定
時
登
録
時
の
選

挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
、
五
、
二
四
一
一
一

人
で
昨
年
の
定
時
登
録
時
よ
り
、
五
人

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
投
票
区
ど
と
の
有
権
者
数

は
、
別
表
む
と
お
り
で
す
。

3 

770 

732 

165 

1，519 

341 

403 

787 

176 

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
従
来
の
全

国
区
選
挙
を
「
比
例
代
表
選
挙
」
、
地

方
区
選
挙
を
「
選
挙
区
選
挙
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
選
挙
区
選
挙
に

つ
い
て
は
名
称
は
変
わ
っ
て
も
選
挙
の

方
法
は
今
ま
で
の
地
方
区
選
挙
と
全
く

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
次
回
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
か
ら
府
、

比
例
代
表
選
挙
に
つ
い
て
は
政
党
名

選
挙
区
選
挙
に
つ
い
之
は
今
ま
で
ど
お

り
候
補
者
個
人
の
名
前
を
、投
乗
用
紙
に

書
い
て
投
票
し

t
く
だ
さ
い
。

559 287 272 

空
港
建
設
に
向
け
て

「
騒
音
対
策
」
な
ど
県
に
要
望

村
で
は
、
去
る
十
月
二
十
二
日
村

長
、
議
長
は
じ
め
議
員
な
ど
二
十
名

が
、
県
庁
に
友
田
副
知
事
、
各
部
長
を

訪
ね
、
空
港
建
設
に
関
す
る
要
望
書
を

手
渡
じ
、
要
望
実
施
を
お
願
い
し
ま
し

た。
こ
の
要
望
書
は
、
さ
き
に
行
っ
た
部

落
座
談
会
で
出
さ
れ
た
要
望
事
項
を
は

じ
め
、
各
種
団
体
か
ら
の
要
望
、
さ
ら

に
空
港
視
察
な
ど
で
得
た
知
識
を
も
と

に
J

、村
の
空
港
建
設
対
策
本
部
並
び
に

建
設
対
策
協
議
会
、
さ
ら
に
、
村
議
会

な
ど
の
審
議
を
経
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
、
騒
音
対
策
や
道
路
網
の
整
備
を
含

む
周
辺
整
備
に
関
す
る
も
の
、

‘地
権
者

の
生
活
再
編
対
策
、
災
害
防
止
対
策
な

ど
五
十
項
目
に
及
ぶ
要
望
事
項
が
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
要
望
事
項
実
現
の
た

め
、
な
お
一
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
空
港
を
建
設
し

た
い
も
の
で
す
。

石
川
地
方
公
衆
衛
生
大
会
で

摺
辻
新
田
地
区
衛
生
組
織
ら
受
賞

2，697 

第
日
回
石
川
地
方
公
衆
衛
生
式
会
が

叩
月
幻
自
《

u

石
川
町
で
開
催
さ
れ
とま
し

た
が
1
'

そ
の
席
上
、
公
衆
衛
生
に
協
力

さ
れ
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
公

衆
衛
生
協
議
会
長
賞
が
授
与
さ
れ
、
村

内
か
ら
は
次

ρ方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た。。
四
詑
新
宿
地
震
衛
生
組
織

(
代
表
榊
枝
甲
子
夫
さ
ん
)

無
医
地
区
と
し
て
、
健
康
相
談
事
業

な
ど
積
極
的
な
推
進
に
寄
与

。
駒
木
根
清
子
さ
ん
ハ
大
字
中
字
向
〉

3
期
6
年
と
い
う
長
い
間
、
保
健
協

力
員
や
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、

成
人
病
予
防
対
策
な
ど
代
の
協
力
石
毛
'

の
実
績

。
真
弓
永
作
さ
ん

υ

小
一
人
字
蒜
生
浮
莱
'木

内〉

こ存知ですか

公職選挙法の一部改正
す投者の( るい表にの法
。票個通昭ここ制制「参がこ
す λ常利れと度ト拘議改の
るで選五ににがと束院正た
こは挙十よ、な採い名全さび
と3な;か λ!りりりう簿国れ
にくら年てま入全式区、公
な政は也、しれく比の今職
り 党 侯 月 次 た ら 新 例 選 ま 選
まに補〉由。れし代挙で挙

2，546 

あ
き
缶
、
危
険
物
の
回
収
を
独
自
で

実
施
し
、
環
境
美
化
に
貢
献

ま
た
、
こ
の
席
上
、
卒
先
し
て
献
血
運
動

を
推
進
し
た
協
力
団
体
と
し
て
、
奥
野

電
気
、
初
回
以
上
も
献
血
を
続
け
て
い

る
山
小
屋
の
草
野
正
博
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
血
液
セ

γ
タ

l
所
長
か
ら
感
謝
状

と

の

贈

呈

が

あ

り

ま

し

た

。
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最
終
回

〈
玉
川
村
商
工
会
青
年
部
〉

昨
年
に
続
き
、
ふ
る
さ
と
を
見
産
そ
う
を
テ
l

マ
に
し
た
小
・
中
学

生
の
入
賞
作
品
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
ど
覧
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
澄
ん
だ
麓
で
と
ら
え
た
村
の
姿
か
ら
、
豊
か
な

想
像
力
で
え
が
く
H

未
来
の
玉
川
村
hu

ま
で
、
開
限
り
な
い
夢
と
希
望
が

あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
将
来
が
明
る
い
も
の
と
な
る
よ

う
、
私
た
ち
大
人
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
多
く
含
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
小
針
久
美
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
、
こ
の
テ

i
マ
の
掲
載
を

終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

@ 

こ
の
作
品
は
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
募
集
の
も
の
で
す
の
で
、

入
賞
者
の
学
年
が
現
在
と
違
っ
て
お
り
ま
す
。

昭和57年11月 1E 
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の

村

たまかわ

十
ニ
年
後
の
玉
川
村
は
、
今
よ
り
も

ど
ん
な
に
か
発
展
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
玉
川
村
の
発
展
の
元

と
な
る
の
が
、
福
島
空
港
が
私
達
の
村

に
誘
致
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
一
番

の
元
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

十
ニ
年
後
に
は
一
番
機
の
飛
行
機
が

飛
び
、
こ
の
村
に
も
大
き
な
公
共
施
設 美

な
ど
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
し
た
な
ら
、
村
の
人
達
だ
っ

て
そ
こ
で
働
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
玉
川
村
に
お
と
ず
れ
る
人
た

ち
も
増
加
し
、
高
業
経
済
の
上
で
も
、

土
地
利
用
の
上
で
も
便
利
に
な
り
、
も

っ
と
楽
な
経
済
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
な
っ
た
な
ら
、
こ
の
村
の
上
で

も
良
く
す
る
た
め
の
改
正
を
、
徹
底
し

て
行
な
っ
て
ゆ
け
ば
良
い
と
思
い
ま

す。
例
え
ば
、
こ
の
村
だ
っ
て
い
く
つ
か

の
貴
重
な
文
化
財
が
あ
る
と
思
い
ま

す。
こ
の
文
化
財
を
も
っ
と
大
切
に
し
、

玉
川
村
を
訪
れ
る
人
々
に
見
て
も
ら

い
、
今
ま
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
な
ら

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

針久‘、
富

a--z'，，
 

し
か
し
、
い
く
ら
玉
川
村
が
十
二
年

後
と
時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
、
変
わ

っ
て
な
ら
な
い
の
は
、
村
の
人
達
の
心

の
あ
た
た
か
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

良
い
所
は
い
つ
ま
で
も
保
ち
、
一
患
い

所
は
少
し
で
も
良
く
す
る
よ
う
に
努
力

し
、
十
二
年
後
、
こ
の
玉
川
村
に
飛
行

機
が
飛
ん
だ
と
き
、
村
は
と
て
も
美
し

く
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
心
は
あ
た

た
か
い
と
訪
れ
る
人
々
に
思
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
村
が
、
私
の
理
想
で
す
。

一
一
一
た
び
受
賞

玉

up
崎一

の
活
動

rd翁
ぃ

y

玉
川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
会
長

矢
吹
精
助
員
)
は
、
か
ね
て
よ
り
老
人

福
祉
増
進
の
た
め
に
会
員
全
鈴
が
一
致

協
力
し
て
ク
ラ
ブ
運
営
に
尽
力
し
、
そ

の
功
績
は
識
に
箆
秀
で
あ
る
こ
と
を
賞

し
て
、
去
る
十
月
十
五
日
会
津
若
松
市

の
県
営
体
育
館
に
於
て
開
催
さ
れ
た
福

島
県
老
人
福
祉
大
会
席
上
で
大
会
合
公

表
彰
の
栄
に
輝
や
い
た
。

当
連
合
会
は
今
年
で
結
成
二
十
周
年
を

迎
え
た
わ
け
で
、
去
る
三
月
十
九
日
に

は
福
島
県
道
路
愛
護
会
長
表
彰
、
続
い

て
四
月
十
三
日
に
は
玉
川
村
長
表
彰
を

受
賞
し
て
お
り
、
今
回
は
今
年
三
回
目

の
重
ね
て
の
光
栄
に
浴
し
た
わ
け
で
あ

る
。
役
員
は
も
と
よ
り
、
会
員
一
向
の

努
力
が
各
方
面
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
衷
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

す。

ド
ツ
イ
ス
ト
や
毛
足
の
長
い
シ
ャ
ギ
ー

が
個
性
的
で
す
。

女
多
自
的
に
使
う
部
屋
に
は
、
毛
足
の

一
長
さ
が
同
じ
レ
ベ
ル
ル

1
プ
が
経
済
的

で
無
難
で
す
。

購
入
す
る
時
の
注
意

装
飾
性

l
iイ
ン
テ
リ
ア
と
の
関
連
、

色
・
柄
・
風
合
い
・
大
き
さ
を
考
え

る。安
全
性

i
i防
炎
加
工
、
静
電
気
防
止

加
工
に
注
意
す
る
。

つくるもの

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
長
持
ち
さ
せ
る
に
捻

今
月
は
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て

の
知
識
を
得
て
、
購
入
時
な
ど
の
た

め
に
も
確
か
な
目
を
育
て
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
寿
命

ス
ジ
ッ
パ
履
き
使
用
で
叩
年
、
手

織
最
高
級
品
の
「
だ
ん
つ
う
」
で
削

年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
常
の

手
入
れ
、
使
用
方
法
次
第
で
さ
ら
に

長
く
使
え
る
も
の
で
す
。

耐
久
性
・
保
温
性
・
難
燃
性

材
質
の
点
で
は
ウ
!
ル
よ
り
化
識
が

丈
夫
で
す
。
織
り
方
や
パ
イ
ル
ハ
毛

足
)
の
処
理
の
違
い
で
は
、
ニ

i
ド

ル
パ
ン
チ
、
ル

i
プ
の
も
の
が
耐
久

性
が
あ
り
ま
す
。

保
温
性
は
ウ
l
ル
が
抜
群
で
す
が
、

ア
ク
担
ル
も
化
織
の
中
で
擾
れ
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
化
織
は
火
、
が
つ
き

や
す
く
、
燃
え
る
時
に
有
毒
ガ
ス
が

発
生
す
る
の
で
、
防
炎
加
工
の
品
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
毛
足
の
詰
ま
っ
た

も
の
や
ウ
!
ル
は
燃
え
に
く
い
よ
う

で
す
。目

的
に
合
わ
せ
て

女
歩
行
量
の
多
い
廊
下
、
階
段
、
子

ど
も
部
屋
に
は
摩
耗
に
強
く
、
汚
れ

に
く
く
、
手
入
れ
の
し
や
す
い
化
織

の
ル

i
プ
や
ニ

i
ド
ル
パ

γ
チ
が
適

し
ま
す
。

女
応
援
問
・
寝
室
・
書
斎
・
玄
関
な

ど
に
は
装
飾
性
、
吸
音
性
や
豪
華
さ

の
白
川
で
マ
ル
ル
ル

i
プ
、
ハ
イ

あなた密身が

私

安全は

経
済
性

i
i耐
久
性
、
施
行
、
手
入
れ

が
容
易
か
、
洗
た
く
が
可
能
か
な
ど
。

手
入
れ
の
・
一
刀
法

女
ホ
コ
り
、
ゴ
ミ
は
少
な
く
と
も
、
避
に

1
度
電
気
掃
除
機
で
、
月
に

1
度
は
洗

剤
ぶ
き
を
し
て
、
年
に

2
震
は
陰
干
し

を
し
て
ホ
コ
り
を
た
た
き
だ
じ
ま
す
。

究
し
み
は
す
ぐ
ふ
き
取
る
。
油
性
の
し

み
は
薄
め
の
洗
剤
液
で
、
水
諮
性
の
し

み
は
ぬ
る
ま
湯
で
し
み
を
た
た
き
だ
し

ま
す
。
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福
島
県
内
で
、
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物

乱
用
行
為
札
現
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
、

月
七¥

日
月
は
一
斉
撲
滅
運
動
月
間

昭和57年11月1日

恐
ろ
し
い
出
い
粉
「
覚
せ
い
剤
」
が
一

般
市
民
、
と
り
わ
け
、
心
身
の
発
達
に

一
番
大
切
な
時
期
に
あ
る
青
少
年
震
や

主
婦
層
の
関
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま

す。
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
等
の
乱
用
は
、
個

人
む
心
身
を
む
し
ば
む
ば
か
り
で
な

く
、
各
種
の
犯
罪
を
増
加
さ
せ
、
そ
の

事
件
は
凶
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
社
会
に
計
9
知
れ
な

い
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
す
。

一
回
ぐ
ら
い
は
・
:
と
い
う
安
易
な
気

持
ち
が
将
来
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い

結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
還

す
ぎ
る
り
で
す
。

各
自
が
自
覚
す
る
こ
と
は
無
論
で
す

が
、
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
あ
っ
て
、

絶
対
に
麻
薬
橋
に
ま
き
こ
ま
れ
な
い
と

い
う
留
い
決
意
が
是
非
と
も
必
要
で

す。
グ
麻
薬
、
党
せ
い
剤
撲
滅
に
御
協
力

を
η

ナ
i
@
ボ

ド
お
乱
爵

ー
シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用
は

年
々
…
増
え
て
き
て
い
る

i

昭
和
認
年
で
、
翠
必
年
に
は
、
ン
ナ

ー
等
の
薬
物
乱
用
少
年
が
煤
発
的
に
増

加
し
、
部
人
が
補
導
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
必
年
に
間
人
の
乱
用

少
年
が
補
導
さ
れ
た
の
を
ど

i
ク
に
、

γ
ン
ナ
!
等
の
薬
物
乱
用
が
処
罰
さ
れ

る
と
い
う
法
律
の
一
部
改
正
な
ど
が
あ

っ
て
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
初
年
か
ら
再
び
増
加

の
額
向
を
一
訴
し
は
じ
め
、
昭
和
お
年

比
、
一
、
一
一
二
六
人
の
乱
用
少
年
が
議

導
さ
れ
て
い
ま
す
。

73係、.

ゥ6Jλ

〈シγナ_.;t.:、νド手1..1完タキ

議特〉

主成人

I主争争

亭会主人

E喜和

与も

縫
子
ピ
ナ
を
放
鳥

昨
年
に
続
き
、
大
字
岩
法
寺
地
内

の
保
護
匿
に
雄
子
ピ
ナ
(
初
日
j
m

B
〉
M
W

羽
が
mw
月
日
日
放
鳥
さ
れ
ま

し
た
。こ

れ
は
、
鳥
獣
保
護
事
業
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
で
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
箱
か

ら
出
さ
れ
た
縫
子
は
、
郡
山
林
業
事

務
所
と
産
業
課
の
職
員
り
手
か
ら
離

れ
、
無
事
育
て
と
の
願
い
を
背
い
っ

ぱ
い
に
受
け
な
が
ら
元
気
よ
く
空
高

く
舞
い
上
が
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

主手

る
の

を
見
つ
け
拾
っ
て
み
る
と
、
山
梨
県

「ど
み
」
と
家
族
み
ん
な
で
、
今
度
は
郵
便

ん
が
運
ぶ
使
り
を
心
待
ち
に
し
て

元気よく震び立つ雄子記ナ

す
交
通
安
全
を
訴
額

像
を

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と
の

勝
、
い
を
込
め
、
自
費
を
投
じ
て
立
派
な

観
音
像
を
建
立
さ
れ
た
方
が
お
り
ま

す
。
こ
の
方
は
、
大
字
吉
字
上
ノ
入
の

。
須
釜
勝
起
き
ん
で
、
黒
道
母
畑
須

賀
淵
線
の
高
須
釜
奥
平
地
内
高
台

に
交
通
安
全
を
祈
願
し
、
観
音
像
を
建

て
故
人
の
、
供
養
を
し
た
も
の
で
す
。

命
日
に
あ
た
る
十
月
二
十
三
日
に
、

生
前
、
加
持
母
と
し
て
お
世
話
し
て
い
た

須
釜
克
童
館
の
子
供
達
の
手
に
よ
っ
て

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
ら
か
な

い
た
し
ま
す
。

マ
川
辺
内
通
寺
か
ら

震
重
な
歴
史

資
料
発
見

去
る
九
月
に
、
金
波
山
内
通
寺
で
は

志
家
の
寄
進
に
よ
っ
て
、
産
裏
の
内

工
事
が
行
わ
れ
た
ト
が
、
工
事
中
に

磐
前
県
大
区
内
了
小
区
髄
」
当
時
の
記

蓄
が
二
十
数
点
発
見
さ
れ
、

H

ち
ょ

っ
と
し
た
話
題
H

と
な
っ
て
い
ま
す
G

明
治
初
期
の
行
政
改
革
で
川
辺
円
透

寺
に
は
明
治
五
年
一
一
一
月
よ
り
同
七
年
九

月
ま
で
、
「
川
辺
区
会
所
」
〈
郡
役
所
の

前
身
〉
が
設
寵
さ
れ
、
現
在
の
石
川
町

な
ど
三
十
一
ケ
村
が
管
轄
下
に
属
し
、

地
方
行
政
の
中
心
的
役
割
を
果
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
じ
た
歴
史
を

立
証
す
る
資
料
は
何
一
っ
と
し
て
残
っ

て
お
ら
ず
、
史
実
も
伝
説
化
の
状
況
に

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
資
料
発
見
で

「
川
辺
区
会
所
」
当
時
の
麓
史
の
一
端

が
解
明
さ
れ
る
と
と
と
な
り
、
郷
土
史

研
究
の
上
か
ら
も
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

円
理
寺
世
話
人
の
方
々
に
深
く
謝
意

を
表
し
ま
す
。
ハ
郷
土
史
研
究
家
よ
り
〉

はらはらどきどき渡るよりょっ待ちま

言宗惑を行う児童鐙の予告主たち
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今
年
で
沼
田
自
を
迎
え
た
村
氏
体
育
祭
は
、
十
月
十
日
の
体
育
の
自
に
玉
川
第

一
小
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
風
を
思
わ
せ
る
凱
寒
い
誌
と
な
れ
ツ
ま
し

た
が
、
前
日
ま
で
降
っ
た
雨
も
止
み
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
γ
も
良
好
の

中
、
趣
向
の
凝
ら
さ
れ
た
弘
種
目
の
競
技
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
「
親
子
三
代
リ
レ

1
」
で
は
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
ま
だ
ヨ
チ
ヨ
チ

歩
き
の
お
孫
さ
ん
な
ど
は
お
父
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
な
ど
、
ほ
ほ

え
ま
し
い
場
面
も
登
場
し
、
大
い
に
会
場
を
湧
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
部
落
得
点

に
つ
な
が
る
競
技
に
は
、
各
地
区
の
応
援
席
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
、
地
区

総
出
の
な
ご
や
か
な
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
優
勝
は
南
須
釜
、
準
銭
勝
は
四
辻
新
田
、
一
一
一

位
は
小
高
で
し
た
。
四
辻
は
昨
年
の
優
勝
に
続
き
の
好
成
績
で
、
強
談
ぶ
り
を
印

象
づ
け
ま
し
た
。
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見てくださいノ

このスタートの真剣な顔

おちょ{ま口でないんだがなあ

〈中国から来た李さんも参加〉

ゲートポーJ!.-も登場

ウーンむずかしいなあ

ソレ、ガンバレグ得点につながんだから

十
月
一
ニ
臼
は
村
祭
り
で
し
た
。
五
穀

豊
穣
を
祝
う
村
祭
り
で
は
、
各
地
一
込
で

多
彩
な
催
し
が
一
行
わ
れ
、
豆
絞
り
の
鉢

巻
に
ハ
ッ
ピ
姿
の
子
供
達
が
、
威
勢
よ

く
、
み
こ
し
を
か
つ
い
で
採
り
歩
く
姿

が
あ
ち
こ
ち
で
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
高
の
大
雷
神
社
で
は
古
く

か
ら
郷
土
芸
能
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き

た
「
滞
安
の
舞
」
が
少
女
達
に
よ
っ
て

披
露
さ
れ
、
見
物
人
も
そ
の
優
雅
な
舞

い
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
境
内
で

は
、
平
鍬
踊
り
が
六
十
年
ぶ
り
に
再
現

さ
れ
、
古
式
ゆ
か
し
き
踊
り
が
祭
り
の

雰
閤
気
を
か
も
し
だ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
カ
メ
ラ
で
追

っ
て
み
ま
し
た
。

H

浦
安
の
舞
を
舞
う
η

子
供
た
ち

中、鹿島神社に奉納された

岩谷啓康さん手造 1)の立派

な神輿。仕事の合需をみて

の約 2ヶ月の力作

つくるもの

神輿をかつぐ中地区の子供たち

あなた島身が安全拡
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守埼密室置苦手
守寺霊園緑署長

守手話芸題特

長持発発苦手l

*~~幸手
品 τ理rE"1品

寺fo'."''''幸子
守寺保守付手苦手
会回選占。苦手

μ 込閥会
守千件発号手守手

守幸了後
守+ζ~ 守幸

Eり3
号制手持寺子孫

。
年
末
欝
整

広報

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

が
支
給
さ
れ
る
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
年
間
の
給
与
総
額
に
対

す
る
年
税
額
と
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
と
は
、
一

致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
。

こ
の
た
め
、
そ
の
年
最
後
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
き
に
、
そ

の
差
額
を
精
算
し
ま
す
。
こ
れ
が
年
末

調
整
で
す
。

そ
こ
で
、
年
末
調
整
に
つ
い
て
一
殻

的
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
点
な
ど

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
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八
年
末
調
整
を
受
け
る
際
の

注
意
点

V

扶
養
控
除
や
記
偶
者
控
除
、
生
命
保

7 

庚
申
信
仰
は
当
村
内
で
も
各
地
で
相

当
盛
ん
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
い
た
る

処
に
庚
申
塔
が
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
容
易
に
推
察
で
き
る
。
文
字
塔

が
多
く
、
議
塔
も
少
く
な
い
。

写
真
恥

Z
は
吉
公
民
館
構
の
文
字
塔

で
、
頭
部
に
日
天
月
天
を
刻
し
、
供
養

塔
の
性
格
を
強
く
し
て
い
る
。

宝
暦
五
年
ハ
一
部
霊
〉
十
月
八
日
造
立
。

険
料
控
除
、
二
年
目
以
降
の
住
宅
取
得

控
除
な
ど
を
受
け
る
方
は
、
勤
務
先
に

提
出
す
る
各
種
申
告
書
や
証
明
書
を
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
給
与
所
得
控
除
V

サ
ラ
ワ

i
マ
γ
に
は
必
要
経
費
が
認

め
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
誤
解
さ
れ
て
い

る
方
も
あ
り
ま
す
が
、
サ
ラ
ジ

i
マ
ソ

の
給
与
所
得
の
計
算
に
つ
い
て
も
、
必

要
経
費
な
ど
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
給

与
所
得
控
除
が
あ
り
ま
す
。

八
議
定
串
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合

V

給
与
の
収
入
金
額
が
一
千
万
円
を
超

え
る

λ
や
給
与
の
ほ
か
に
ニ
十
万
円
を

超
え
る
所
得
が
あ
る
人
な
ど
は
確
定
申

弘

2
は
別
辺
の
八
鰭
神
社
境
内
に
あ

2

9
、
復
塔
で
、
安
永
五
年
ハ
一
七
七
穴
〉
十
時

月
二
十
二
時
造
立
と
あ
る
。

恥
ー
よ
り
二
十
一
年
後
の
も
の
で
あ

る。
恥
3
は
川
辺
円
通
寺
東
側
観
音
堂
境

内
に
あ
り
、
庚
申
塔
の
台
石
に
は
三
猿

ハ
見
ざ
る
、
い
わ
ざ
る
、
き
か
ざ
る
〉

が
揚
制
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
馬
頭

観
音
畿
を
の
せ
た
合
成
仏
で
あ
る
。
均

撃
が
と
れ
て
い
て
違
和
感
を
与
え
な
い

が
、
チ
グ
ハ
グ
な
庚
申
馬
一
政
塔
で
あ

る。(
紙
面
の
都
合
で
庚
申
の
説
拐
を
絡
〉

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の

税
務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

県
統
計
協
会
長
賞
に

矢
吹

第
沼
田
の
黒
統
計
大
会
が
四
月
初
日

須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ

i
で
関
か
れ
、

そ
む
席
上
、
永
年
、
統
計
調
査
員
と
し

て
各
種
統
計
位
協
力
さ
れ
て
き
た
功
績

と
そ
の
尽
力
が
認
め
ら
れ
、
北
須
釜
宇

小
泉
の
矢
吹
義
一
一
一
さ
ん
が
、
県
統
計
協

会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
な
お
一
一
躍
の
ご
活
躍
を
期
し

た
い
と
患
い
ま
す
。

今
月
は
、
水
道
課
を
紹
介
し
ま

す。
水
道
裂
は
、
真
野
呂
課
長
外
一
一
一
名

No. Uま吉公民舘壌

にある文字塔

百o.2fまJII辺八橋神

社境内にある像塔

Tふ3fま)11辺開通寺

東側観膏堂境内に

ある庚申塔

島弘

轟込

轟込

茸0.1

の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
清
浄
で

豊
富
、
抵
廉
な
水
の
供
給
を
モ
ッ
ト
ー

に
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
と
し
て
は
、
水
道
箆
用

量
の
検
針
を
は
じ
め
、
水
道
料
金
の

謂
定
や
徴
収
、
施
設
の
維
持
管
理
や

工
事
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

昭
和
由
十
九
年
に
水
道
事
業
を
開

始
し
、
現
在
、
給
水
戸
数
は
一
、
一

七
一
戸
、
年
間
の
給
水
量
は
二
三
万

二
千
ト
ン
と
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、

暮
し
の
中
に
必
要
不
可
決
な
水
資
源

の
供
給
と
安
定
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
ま
た
、
水
道
管
は
、
地
下
に
布

設
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ
、
ど

こ
で
、
ど
の
よ
う
な
濁
れ
が
発
生
す

る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
難
点
、
が
あ

ち
ま
す
の
で
、
極
力
み
な
さ
ん
に
ご

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

小
体
連
で

玉
一
富
市

d

が
搭
成
譲

議
習
の
成
果
を
発
揮

去
る
九
月
一
ニ

O
E、
石
川
中
学
校
グ

ラ
ウ
ソ
ド
で
行
わ
れ
た
第
七
部
石
川
地

震
小
体
連
陸
上
競
技
大
会
で
参
加
校
二

十
二
校
の
う
ち
、
玉
川
第
一
小
学
校
が

総
合
で
ニ
泣
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
白
む
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
に

励
ん
だ
選
手
た
ち
は
、
走
幅
挑
や
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
十
種
目
に
謀
習
の

成
果
を
思
う
春
分
に
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
種
留
に
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

走ってみませんかゆっくり
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減
額
誌
生
涯
つ
づ
く

国
民
年
金
の

繰
上
げ
請
求

昭和57年11月 1自

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通
算

老
齢
年
金
は
、
六
十
五
歳
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
年
金
を

受
け
る
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
六

十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
間
な
ら
、

い
つ
で
も
希
望
す
る
と
き
に
繰
り
上
げ

て
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
年
金
額
は
、
次
の
表

の
通
り
、
四
二
%
か
ら
一
一
.
%
も
減
額

さ
れ
ま
す
。
一
た
ん
競
り
上
げ
支
給
を

受
け
る
と
、
こ
の
減
額
は
生
涯
続
い

て
、
取
り
消
し
が
で
き
ま
せ
ん
。
繰
り

上
げ
支
給
を
請
求
す
る
と
き
は
、
よ
く

考
え
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、
事
前
に
申
請
し
て
、
六
十
五

歳
か
ら
年
金
を
受
け
ず
に
、
六
十
六
歳

か
ら
七
十
歳
ま
で
の
間
に
受
け
始
め
る

と
年
金
額
が
十
二
%
か
ら
八
十
八
%
も

増
額
さ
れ
る
繰
り
下
げ
支
給
と
い
う
制

度
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
住
民
課
国
民
年
金

係
ま
た
は
、
須
釜
支
所
窓
口
へ
お
た
ず
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O
歯
科
巡
回
診
療

実
施
の
お
知
ら
せ

たまかあ

歯
科
巡
回
診
療
を
次
の
と
お
り
お

こ
な
い
ま
す
。

受
付
時
開
は

8
時

ω分
か
ら
で
す

八
診
療
班
〉

歯

科

医

歯
科
衛
生
士

運

転

手

112  
人人人

広報

ね
く
だ
さ
い
。

繰上げ減額率

〈
福
島
地
方
気
象
台
発
表
〉

援
か
い
晴
天
の
日
が
多

d

い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
後
半
に
発
達
し
た
低
気

圧
の
影
響
で
天
気
が
大
き
く
く
ず
れ
る

見
込
み
で
す
。
そ
の
後
は
季
節
風
が
強

ま
り
、
平
地
で
も
雪
が
降
る
で
し
ょ

う
。
月
平
均
の
気
温
は
平
年
並
、

降
水

量
は
や
や
多
い
で
し
ょ
う
。

八

毘

程
〉

杯
一
村
民

長
一
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

一諮問一村

一

大

会

U
一
ス
ポ
ー
ツ
句
析
で
す
o

友
達

=
ご
同
士
山
や
職
場
の
ベ
ア
で
、
い
い

汗
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
グ

日
時
昭
和
町
年
日
月
お
日
ハ
日
〉

'
午
前
8
時
か
ら

、

場

所

玉

川

村

体

育

館

種
目
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
プ

ぶ

ス
、
中
学
生
ダ
ブ
ル
ス

資
格
村
内
居
住
者
又
は
村
内
勤
務

者

参
加
費

1
組

5
0
0
円
当
日
受
付

申
込
先
車
田
明
徳
(
電
3
0
2
1
)

申
込
昭
和
町
年
日
月
初
日
(
金
〉

〆
切

表

彰

各

優
勝
、
準
優
勝
、

3
位
ま

で

グ

当
日
、
会
場
で
組
み
合
せ
の

抽
選
を
行
い
ま
す
の
で

8
時

ま
で
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

住
民
課
衛
生
関
係

事

業

予

定

1
日
j

m
日

野
犬
薬
殺
の
実
施

4
日
(
木
〉
妊
婦
検
診

(
西
部
〉
母
子
セ

ン
タ
ー

1
時

1

2
時

6
日
(
土
〉
母
親
学
級

就
改
セ
ン
タ
ー

9
時

ω分
J

U
時

妊
婦
検
診
〈
東
部
)
母
子

セ
シ
タ

1

1

3〈
2
時

乳
幼
児
検
診
母
子
セ

γ

口
日
(
水
〉

お
日
(
木
〉

タ

ー
時
J

2
時

日
日
〈
木
〉

社
交
ダ
ン
ス
教
室

(
場
所
須
釜
公
民
館
〉

泉
婦
人
学
級

壮
年
体
力
テ
ス
ト

高
令
者
教
室

須
釜
婦
人
学
級

泉
婦
人
学
級

第
日
回
柔
剣
道
大
会

社
交
ダ
ン
ス
教
室

ロ
日
(
金
〉

比
日
(
自
〉

げ
日
〈
水
)

mm
日
(
木
〉

四
日
(
金
〉

幻
自
ハ
日
〉

お
日
(
木
〉

あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
す

次
の
方
々
よ
り
寄
付
金
を
頂
き
ま
し

た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記

金 金金
?を主 τ士. -とr
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高 高高
円円円
也也色

北 四南

小須関辻八須

(針釜根宮木釜
孝 喜

社佐三代

協一 郎 春

)殿殿罪史

。
遺
族
援
護
等

巡
回
相
談
会
が

開
か
れ
ま
す

戦
傷
病
者
及
び
戦
没
者
遺
族
の
援
護

と
、
軍
人
恩
給
に
つ
い
て
の
巡
回
相
談

会
が
、
~
次
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

未
解
決
と
な
っ
て
い
る
問
題
、
あ
る

い
は
疑
澗
恰
も
っ
て
い
る
方
は
、
関
係

資
料
を
持
参
し
玄
栢
談
く
だ
さ
い
。

一
、
日
時
十
一
月
十
七
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
一
ニ
時
ま
で

浅
川
町
中
央
公
民
館

二
、
場
所

お

め

で

(
九
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

た

南竜 小 )11.地
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山

屋

四

辻

お

出
生
児
氏
名

須

藤

樹

塁

矢

部

大

輔

木

田

宏

明

添

由

浩

人

藤

田

貴

士

佐

藤

信

仁

阿

部

真

理

塩

沢

美

樹

相
楽
由
香
里

石

森

文

弘

石

森

淳

子

草

野

正

樹

大
和
田
美
咲

く

や

邦正昌二正正義 孝富竹忠顕保
護
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ハ
九
月
分
の
死
亡
届
警
か
ら
)

み
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I! 須 11 須
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死
亡
者
氏
名
年
令

曲

山

キ

ク

大
野
今
ノ

八

木

孝

古

車

田

清

瀬

谷

博

喜
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世
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